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地
域
型
地
域
包
括
支
援
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー
は
、
区
域
で
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
が
３
，５
０
０
人
～
４
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
人
と
な
る
よ
う
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　

圏
域
7
か
所
に
お
け
る
令
和

2
年
11
月
現
在
の
高
齢
者
の
平
均
人
数
が
４
，

１
４
９
人
で
あ
る
。
各
事
業
の
実
績
数
を
踏
ま
え

て
、
次
年
度
以
降
の
職
員
数
を
伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

令
和
３
年
度
の
職
員
配
置
数
に

つ
い
て
は
、
各
圏
域
に
お
い
て
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
業
務
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
各

圏
域
の
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
象
者
数
に

応
じ
て
１
人
、
ま
た
は
２
人
の
増
員
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
業
務
委
託

契
約
が
令
和
２
年
度
で
満
期
終
了
と
な
る
が
、
こ
の

４
年
間
の
成
果
と
課
題
を
伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

平
成
29
年
度
よ
り
設
置
し
た
地

域
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
成
果
と
し
て
、
日

常
生
活
圏
域
７
か
所
に
地
域
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
で
相

談
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
。
各
圏
域
の
地
域
型
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
が
進
み
、
高
齢
者
の
相

談
件
数
が
増
加
し
た
こ
と
。
個
別
の
相
談
支
援
を
通

し
て
、
関
係
機
関
等
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
社
会

資
源
把
握
も
進
ん
だ
こ
と
。
虐
待
支
援
の
迅
速
な
対

応
、
ま
た
虐
待
予
防
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
。
住
民

主
体
の
通
い
の
場
が
増
加
し
た
こ
と
で
す
。
課
題
と

し
て
は
、
相
談
業
務
対
応
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
地

域
住
民
同
士
で
の
地
域
課
題
共
有
や
、
解
決
へ
の
体

制
構
築
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
。
ま
た
、
自
立
支
援

に
資
す
る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

や
、
高
齢
者
自
身
の
社
会
参
加
、
セ
ル
フ
ケ
ア
な
ど

の
自
立
支
援
に
向
け
た
手
法
が
定
着
し
て
い
な
い
こ

と
。
専
門
職
の
人
材
確
保
が
困
難
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
虐
待
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

   

に
お
い
て
は
、
本
市
は
、
こ

          　
　
　
　
　
　

  

れ
ま
で
も
独
自
の
対
象
年
齢

　
　
　
　
　
　
　
　

   

の
拡
充
を
実
施
し
、
さ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　

   

る
拡
充
に
向
け
検
証
に
努
め

　
　
　
　
　
　
　
　

   

て
き
た
と
思
う
が
、
今
後
の

助
成
拡
充
を
早
期
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

　

沖
縄
市
長　

本
市
は
子
供
の
疾
病
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
を
促
進
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
及
び
子
供
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
通
院
対
象
年
齢
は
、
平
成
30
年
10
月
に
は
こ
れ

ま
で
の
小
学
校
３
年
生
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充

し
た
こ
と
に
加
え
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
も
本
市

独
自
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
県
に
先
駆
け
、
令
和
３
年
10
月
よ
り
通
院

対
象
年
齢
を
中
学
卒
業
ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

児
童
手
当
制
度
の
新
規
申
請
や
更
新
な
ど
に
お
け

る
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
。

　

こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
長　

令
和
３
年
６
月
に
予

定
し
て
い
る
児
童
手
当
の
現
況
届
か
ら
、
電
子
申

請
受
付
を
開
始
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
署
及
び
シ

ス
テ
ム
導
入
業
者
と
の
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
令
和
元
年
度
の
現
況
届
の
申
請
件
数
は

1
万
３
，５
０
０
件
程
度
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
保
有
率
か
ら
試
算
す
る
と
、
最
大
で
２
，７
０
０

件
程
度
の
電
子
申
請
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

〇
今
後
の
市
政
懇
談
会
等
の
開
催
運
営
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

答
弁　

質
問

答
弁

地域包括支援センターについて

こども子育て支援について

伊 佐  強  議員

藤山 勇一 議員

～一般質問～
市政 を 問 う

　令和 2 年第 412 回定例会における一般質問は、6 日間にわたり 29 人の議員
から市政全般にわたる諸問題について、多くの質問が行われましたが、紙面の
都合により一人 1 項目を要約して掲載しております。
　なお、詳しい内容につきましては、会議録を市立図書館、自治会事務所でご
らんになるか、沖縄市議会ホームページにて会議録検索システムもご利用にな
れますのでご活用ください。
　※　新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、一議員につき、通常
　　30 分の質問時間を 20 分とし、時間を短縮して実施いたしました。

質
問

質
問
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沖縄市議会だより

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
的
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
部
長　

地
方
自
治
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ト
ッ
プ
は
市
民
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
の
声
が
地
域
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
市
民
主
権
の
姿
勢
の

も
と
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
が
直
接
市
長
、
副
市
長

等
と
対
話
が
で
き
る
場
と
し
て
、開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
場
か
ら
出
た
市
民
の
意
見
や
要
望
を
伺
う
。

　

総
務
部
長　

主
な
意
見
、
要
望
等
は
、
沖
縄
市
農

民
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、道
路
や
排
水
設
備
の
整
備
、

信
号
機
や
保
安
灯
設
置
な
ど
の
交
通
安
全
対
策
、
比

謝
川
河
川
整
備
や
空
き
家
対
策
、（
仮
称
）
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
多
目
的
広
場
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

宮
里
小
学
校
で
は
、
道
路
の
改
修
や
雨
水
処
理
計
画

に
関
す
る
こ
と
、
宮
里
小
中
学
校
の
マ
ン
モ
ス
化
へ

の
対
応
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

意
見
・
要
望
に
対
す
る
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　

総
務
部
長　

地
域
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
全
て

の
要
望
や
、
提
案
等
の
内
容
に
つ
い
て
実
施
可
能
か

ど
う
か
も
含
め
精
査
し
、
事
業
化
、
予
算
計
上
な
ど

の
検
討
を
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
要
望
、
提
案
事
項

へ
の
対
応
方
針
等
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
施

報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
今
年
度
内
に
発
行
を

予
定
し
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
も
定
期
的
に
取
り
ま

と
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
周
知
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
公
共
施
設
の
照
明
機
器
L
E
D
更
新
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
が
２
０
１
９
年
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
縄
市
池
原
の
産
業
廃
棄
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　

処
理
業
・
倉
敷
環
境
（
現
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
敷
）で
実
施
し
た
調
査
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ（
ピ
ー
ホ
ス
）と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ピ
ー
ホ
ア
）の
合
計
値
が
最

大
で
２
万
７
千
ナ
ノ
グ
ラ
ム（
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
）

検
出
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
高
濃
度
の
汚
染
が
出
た
の
か
。

　

市
民
部
長　

県
に
よ
る
と
、
今
回
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
計
値
が
２
万
７
，０
０
０
ナ
ノ
グ
ラ

ム
パ
ー
リ
ッ
ト
ル
検
出
さ
れ
た
試
料
は
、
処
分
場
内

の
廃
棄
物
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
区
域
の
地
下
か
ら
採

取
し
た
保
有
水
と
呼
ば
れ
る
た
ま
り
水
で
、
埋
め
立

て
ら
れ
た
廃
棄
物
の
影
響
を
直
接
受
け
て
い
る
こ
と

が
要
因
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
高
濃
度
汚
染
に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
う
。

　

市
民
部
長　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
廃
棄

物
処
理
法
に
よ
る
基
準
な
ど
は
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
物
質
に
よ
る
周
辺
環
境
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
処
分
場
の
設
置
者
に

対
し
、
県
及
び
沖
縄
市
北
部
地
域
の
関
係
団
体
と
と

も
に
、
最
終
処
分
場
の
改
善
に
向
け
て
対
応
す
る
よ

う
今
後
も
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
命
を
守
る
立
場
か
ら
立
ち
入
り
調
査
を
行

い
、
原
因
を
特
定
し
除
去
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　

市
民
部
長　

県
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
に
最
終

処
分
場
に
起
因
す
る
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
の
除

去
に
必
要
な
手
法
を
検
討
す
る
た
め
、
沖
縄
市
北
部

の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
問
題
に
関
す
る
専
門
家

会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
市
北
部

地
域
の
関
係
団
体
と
と
も
に
、
今
後
も
県
に
対
し
、

必
要
な
調
査
及
び
対
策
の
検
討
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
嘉
手
納
米
軍
基
地
内
の
泡
消
火
剤
に
つ
い
て

〇
沖
縄
市
と
O
I
S
T
協
定
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
部
長　

市
道
山
里
13

　
　
　
　
　
　
　
　
　

号
線
に
お
け
る
道
路
か
ら
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
へ
雨
水
が
流
入
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ
は
、
雨
天
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
や
住
民
へ
の
聞
き
取
り
等
で
現
場
状
況
の
確

認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
指
摘
の
状
況

は
確
認
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
雨
天
時
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
現
場
状
況
の
確
認
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

市
道
は
、
通
常
両
サ
イ
ド
に
側
溝
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
な
ぜ
、
市
道
山
里
13
号
線
だ
け
片
側
側
溝

に
し
た
の
か
、
こ
の
原
因
に
つ
い
て
伺
う
。

　

建
設
部
長　

当
該
道
路
が
位
置
す
る
山
里
３
丁
目

は
、
昭
和
25
年
頃
に
民
間
開
発
事
業
が
行
わ
れ
、
そ

の
際
に
片
側
側
溝
に
よ
る
道
路
も
整
備
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

雨
天
時
に
屋
敷
内
に
雨
水
が
浸
入
す
る
現
況
も
聞

い
て
い
る
。
早
期
の
側
溝
整
備
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
が
見
解
を
伺
う
。

　

建
設
部
長　

道
路
側
溝
は
、
主
に
降
雨
等
に
対
す

る
道
路
機
能
の
維
持
及
び
隣
接
地
か
ら
の
流
入
水
の

処
理
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
現

場
状
況
か
ら
は
排
水
機
能
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
雨
水
の
道
路
か
ら
民
地
へ
の
流
入
防
止
策

が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
な
る
現
場
状
況
確

認
を
踏
ま
え
、
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
受
験
す
る
際
の

　

注
意
点
等
に
つ
い
て

〇
受
験
率
向
上
と
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
観
点
か

　

ら
、
考
査
料
を
無
料
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

令和 2 年度タウンミーティング（市政懇談会）について

有機フッ素化合物（PFAS）汚染について

市道山里13号線の側溝整備について

森山 政和 議員

桑江 直哉 議員

屋富祖 功 議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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沖縄市議会だより沖縄市議会だより

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
け
る
地
域
共
通
ク
ー
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
の
本
市
の
取
り
扱
い
店
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
文
化
部
長　

地
域
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
ク
ー
ポ
ン
の
取
扱
い
店
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
は
、
令
和
２
年
12
月
４
日

時
点
で
２
３
８
店
舗
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
政
策
の
中
で
は
、
観
光
客
の
市

内
観
光
に
お
け
る
買
い
物
な
ど
の
消
費
額
も
分
か
ら

ず
、
観
光
客
入
域
人
数
も
正
確
に
把
握
し
づ
ら
い
状

況
が
あ
る
。
観
光
客
の
出
身
地
、
性
別
、
年
代
、
沖

縄
市
で
の
飲
食
や
買
い
物
な
ど
に
よ
る
消
費
額
を
、

こ
の
ク
ー
ポ
ン
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

観
光
政
策
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
ク
ー
ポ
ン

の
調
査
は
か
な
り
有
効
で
検
証
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
本
市
で
の
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て
伺
う
。

　

経
済
文
化
部
長　

G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
事
業
、

地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
状
況
は
、
情
報
が
公
表

さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
内
に
お
け
る
ク
ー
ポ
ン
の
利
用

状
況
が
把
握
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

沖
縄
市
P
a
y
P
a
y
に
つ
い
て
、
登
録
店
舗

数
を
伺
う
。

　

経
済
文
化
部
長　

登
録
店
舗
数
は
当
初
よ
り
約

２
５
０
店
舗
増
え
、
約
１
，４
５
０
店
舗
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
事
業
に
つ
い
て
、
各
店
舗
、
経
済

効
果
検
証
調
査
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
伺
う
。

　

経
済
文
化
部
長　

経
済
効
果
検
証
調
査
は
、

P
a
y
P
a
y
側
か
ら
提
示
し
て
い
た
だ
く
総
決

済
金
額
や
導
入
店
舗
増
加
率
な
ど
の
デ
ー
タ
、
事
業

者
の
声
な
ど
も
踏
ま
え
、
当
事
業
に
お
け
る
経
済
効

果
を
検
証
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
沖
縄
全
島
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
に
つ
い
て

〇
新
火
葬
場
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
子
申
請
は
、
国
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
も
普
及
・
定
着
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
市
は
、
普
及
に
関
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
か
、
現
状
の
認
識
に

つ
い
て
伺
う
。

　

企
画
部
長　

国
の
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
、
以
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
申
請
届
け
出
等

の
96
％
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

国
は
、
単
に
手
続
を
機
械
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
置
き

か
え
る
だ
け
な
ど
、
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
組
が

行
わ
れ
ず
、
利
用
率
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
や
、
年
間

利
用
件
数
の
ほ
と
ん
ど
な
い
手
続
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
行
い
、
費
用
対
効
果
の
低
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
認
識
し
つ
つ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
導
入

運
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
し
て
の

利
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
か
。
ま

た
健
康
保
険
証
利
用
の
申
込
み
割
合
と
医
療
機
関
、

薬
局
の
シ
ス
テ
ム
導
入
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
令
和
３
年
３
月
か
ら
順

次
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
国
に
お
い
て
環
境
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
全
国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
枚

数
に
占
め
る
健
康
保
険
証
利
用
の
申
込
み
割
合
は
、

令
和
２
年
11
月
時
点
5
．5
％
で
あ
り
、
ま
た
、
医

療
機
関
、
薬
局
に
お
け
る
顔
認
証
つ
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
申
込
み
は
、
令
和
２
年
11
月
時
点
17
．３
％

で
、
さ
ら
な
る
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

答
弁

質
問

答
弁　

行政手続きの電子化・リモート化をめぐる状況について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
会
へ
の
感
染
症
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
資
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　

止
に
係
る
備
品
と
し
て
、
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　

接
触
型
体
温
計
、
自
動
手
指

消
毒
器
、
空
気
清
浄
器
、
換
気
用
大
型
扇
風
機
な
ど

の
購
入
を
補
助
す
る
目
的
で
、
37
自
治
会
へ
合
計

３
７
０
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

緊
急
経
済
対
策
の
第
３
弾
と
し
て
、
各
自
治
会
に
お

い
て
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
換
気
や
空
調
機

器
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
事
業
へ
の
休
業
補
償
に
つ
い
て
伺

う
。

　

経
済
文
化
部
長　

国
や
県
の
休
業
補
償
は
、
労
働

契
約
等
を
締
結
し
て
雇
用
関
係
が
あ
る
こ
と
が
前
提

で
、
本
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
請
負
と
委
任
に
よ
る
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
会
員
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
間
で
雇
用
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、
国
や

県
等
の
休
業
補
償
は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
実
践
小
規
模
企
業
者
応
援
金
に
つ

い
て
伺
う
。

　

経
済
文
化
部
長　

本
市
は
、
持
続
化
給
付
金
の
該

当
、
非
該
当
に
か
か
わ
ら
ず
、
要
件
に
合
致
し
た
事

業
者
に
支
援
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
緊
急
経
済
対

策
第
１
弾
と
し
て
、
令
和
２
年
５
月
11
日
か
ら
７
月

７
日
に
か
け
て
営
業
自
粛
を
行
っ
た
飲
食
店
や
売
上

げ
減
少
が
著
し
い
業
種
を
対
象
に
、
３
つ
の
支
援
金

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
緊
急
経
済
対
策
第
３
弾
と

し
て
、
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
は
第
１
弾
よ
り
も

対
象
要
件
を
拡
充
し
て
実
施
し
て
お
り
、
申
請
期
間

も
令
和
２
年
12
月
ま
で
延
長
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
「
今
こ
そ
少
人
数
学
級
」
の
実
施
に
つ
い
て

〇
小
・
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

　

い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

コロナ禍の市民生活への支援について

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

経済文化行政（地域共通クーポン・沖縄市 PayPay）について

稲嶺 隆之 議員

前宮 美津子 議員

島田 茂 議員

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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沖縄市議会だより

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暫
定
供
用
開
始
は
い
つ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
部
参
事　

事
業
主
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
梁
や
臨
港
道
路
等
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
併
せ
、
令
和
５
年
度
末
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

暫
定
供
用
に
向
け
取
り
組
ん

で
お
り
、
暫
定
供
用
の
範
囲
は
、
人
工
ビ
ー
チ
を
含

め
た
海
浜
緑
地
約
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
約
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
内
を
予
定
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
や
上
下
水
道
の
工
事
開
始
時
期
に
つ
い
て
。

　

建
設
部
参
事　

道
路
整
備
は
、
県
に
お
い
て
橋
梁

及
び
臨
港
道
路
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
橋
梁
の
整
備
状

況
と
し
て
、
橋
台
及
び
橋
脚
の
整
備
が
お
お
む
ね
完

了
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
橋
桁
を
か
け
る
工
事
が
着

手
さ
れ
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
４
車
線
の
う
ち
２

車
線
の
暫
定
供
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
下
水
道
部
長　

水
道
施
設
は
、
陸
域
分
側
、
橋

梁
ま
で
の
区
間
の
整
備
は
今
年
度
の
完
了
予
定
で
、

下
水
道
施
設
は
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
汚
水
と
雨
水

の
基
本
設
計
を
終
え
て
い
ま
す
。
橋
梁
部
分
と
臨
港

道
路
の
施
設
整
備
は
、
県
の
事
業
と
同
時
施
工
を
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
令

和
５
年
度
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
て
、
人
工
ビ
ー
チ
の

暫
定
供
用
開
始
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

民
間
の
工
事
（
電
気
・
ガ
ス
等
）
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

建
設
部
参
事　

電
気
に
つ
い
て
は
、
景
観
を
損
な

わ
な
い
よ
う
電
線
類
の
地
中
化
へ
向
け
、
昨
年
度
か

ら
県
及
び
民
間
事
業
者
の
３
者
に
よ
る
協
議
を
開
始

し
て
お
り
、
電
線
共
同
工
の
地
中
化
の
方
式
や
施
工

構
成
、
費
用
負
担
及
び
維
持
管
理
等
は
、
橋
梁
や
道

路
等
の
整
備
状
況
及
び
人
工
ビ
ー
チ
の
暫
定
供
用
部

分
の
施
設
の
在
り
方
も
踏
ま
え
、
継
続
的
に
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
G
o
T
o 

ト
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

東部海浜開発事業（人工ビーチ）について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
4
0
7
回
定
例
会（
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
２
年
２
月
）
に
て
各
種
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
「
ス
マ
ー
ト
収
納
」
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

般
質
問
の
答
弁
で
は
、
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ニ
収
納
の
導
入
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
年
納
付
率
が
増
加 

し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。(

※
平
成
30
年
度　

市
税

の
納
期
内
納
付
率　

約
78
％) 

次
の
段
階
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
収
納
の
導
入
に
よ
り
、
さ
ら
に
市
民
サ
ー

ビ
ス
充
実
と
納
期
内
納
付
率
向
上
に
つ
な
が
り
、
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル

の
ひ
と
つ
に
も
な
る
と
考
え
る
が
、
導
入
検
討
に
つ

い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
中
で
も

ニ
ー
ズ
が
高
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
た
ス
マ
ホ
決
済
の
導
入
は
、
納
税
義
務

者
が
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
等
へ
出
向
く
こ
と
な

く
、
自
宅
で
も
市
税
等
の
納
付
が
可
能
と
な
る
こ
と

か
ら
、
納
期
内
納
付
率
の
向
上
に
も
寄
与
す
る
も
の

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
納
付
環
境
の

拡
充
と
い
う
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
接
触
機
会
を
軽
減
す
る

有
効
な
納
付
手
段
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
３

年
度
の
導
入
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
に
つ
い
て

〇
エ
イ
サ
ー
会
館
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

キャッシュレス推進について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
”
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
、
今
後
の
支
援
の
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
に
よ
り
ま
す
と
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
本
来
、
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ

て
い
る
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ

て
い
る
子
供
を
指
し
て
い
ま
す
。
具
体
例
と
し
て
、

家
族
の
代
わ
り
に
幼
い
兄
弟
の
世
話
を
し
て
い
る
。

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の
身
の
回
り
の
世
話
を

し
て
い
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

認
識
を
伺
う
。

　

こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
長　

家
事
や
家
族
の
世
話

に
か
か
る
時
間
が
長
く
な
り
、
子
供
た
ち
へ
過
度
に

負
担
が
か
か
る
と
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、
ク

ラ
ブ
活
動
や
勉
強
に
割
く
時
間
が
つ
く
れ
な
か
っ
た

り
す
る
な
ど
、
本
来
守
ら
れ
る
べ
き
子
供
自
身
の
権

利
を
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
教
育
ネ
グ
レ
ク

ト
に
も
該
当
し
て
い
る
た
め
、
学
校
側
と
連
携
し
た

支
援
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　

與
那
嶺
副
市
長　
　

子
供
に
は
教
育
を
受
け
る
権

利
、
ま
た
健
康
を
守
る
権
利
な
ど
様
々
な
権
利
が
あ

り
、
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
も
「
児
童
は
、
適
切
な

養
育
を
受
け
、
健
や
か
な
成
長
、
発
達
や
自
立
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
」
と
明

確
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
実
態
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
を
協
議
し
、
全
て
の
子
供
た
ち
が

自
身
の
可
能
性
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
体
制
の
強
化

を
、
こ
ど
も
の
ま
ち
と
し
て
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
障
が
い
者
自
動
車
免
許
取
得
事
業
に
つ
い
て

〇
防
災
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

ヤングケアラー支援について

宮城 浩 議員

瑞慶山良一郎 議員

上 地  崇  議員

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁
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就
学
援
助
「
新
入
学
学
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

品
費
」
の
児
童
一
人
の
支
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　

額
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
部
長　

就
学
援
助
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
定
さ
れ
た
小
学
校
新
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
保
護
者
へ
向
け
た
新
入
学

学
用
品
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
一
人
当
た
り

４
万
６
０
０
円
の
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
の
価
格
に
つ
い
て
伺
う
。

　

指
導
部
長　

近
年
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
販
売
価
格

は
、
大
型
ス
ー
パ
ー
に
お
い
て
調
査
・
確
認
し
て
き

た
と
こ
ろ
、
３
万
円
弱
か
ら
９
万
円
の
も
の
が
幅
広

く
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
機
能
性
や
デ
ザ
イ
ン
性
に

応
じ
て
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

推
察
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

児
童
が
使
う
か
ば
ん
に
つ
い
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
と

い
う
規
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

指
導
部
長　

本
市
小
学
校
で
校
則
と
い
う
形
で
規

定
さ
れ
て
い
る
学
校
は
な
く
、
保
護
者
か
ら
問
合
せ

が
あ
っ
た
場
合
は
、「
多
く
の
子
供
た
ち
が
ラ
ン
ド

セ
ル
を
使
っ
て
登
校
し
て
い
ま
す
」
と
お
答
え
し
て

い
ま
す
。

　

ラ
ン
リ
ッ
ク
な
ど
の
選
択
肢
も
含
め
、
家
庭
の
負

担
軽
減
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

指
導
部
長　

学
校
と
し
て
の
校
則
的
な
規
定
は
な

い
と
お
答
え
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
児
童
が
ラ
ン
ド

セ
ル
で
登
校
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が
ご
ざ
い
ま

す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
の
価
格
に
つ
き
ま
し
て
も
、
３
万

円
か
ら
９
万
円
と
い
う
幅
広
い
品
ぞ
ろ
え
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
保
護
者
の
負
担
が
な
い
よ
う
な
形
で
、
学

校
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
家
庭
の
負
担
軽
減
が

図
れ
る
よ
う
な
指
導
助
言
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

〇
店
舗
改
修
補
助
金
の
対
象
範
囲
等
の
拡
大
に
つ
い
て

質
問

答
弁　

質
問

答
弁

質
問

答
弁

教育行政（ランドセルが高額になっていること）について

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

地域循環バスについて

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
か
ら
北
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
ト
の
循
環
バ
ス
が
運
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
る
が
、
４
月
か
ら
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
ま
で
の
月
別
利
用
者
数
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
部
長　

バ
ス
利
用
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

数
は
、
４
月
３
４
９
人
、
５

月
２
２
４
人
、
６
月
４
４
３
人
、
７
月
４
１
７
人
、

８
月
２
９
６
人
、
９
月
３
２
２
人
と
な
っ
て
お
り
、

６
か
月
間
の
合
計
は
２
，０
５
１
人
で
す
。

　

北
部
ル
ー
ト
に
お
け
る
６
か
月
間
の
予
定
利
用
者

数
と
利
用
者
数
の
差
を
伺
う
。

　

建
設
部
長　

利
用
者
数
２
，
０
５
１
人
の
当
初
計

画
比
は
約
14
％
で
す
。
本
年
は
、
年
度
当
初
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
活
動
自
粛
等

に
よ
り
、
既
存
ル
ー
ト
の
循
環
バ
ス
利
用
者
も
前
年

同
月
比
で
最
大
４
割
に
ま
で
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

現
状
か
ら
も
、ス
タ
ー
ト
直
後
の
北
部
及
び
東
部
ル
ー

ト
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
推
察
を
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
ル
ー
ト
及
び
バ
ス
停
の
変
更
に
つ
い
て

　

建
設
部
長　

来
年
４
月
か
ら
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
市
民
か
ら
の
声
や
バ
ス
利
用
者
の
実
績
等
を
踏

ま
え
、
北
部
ル
ー
ト
は
全
て
の
便
を
市
役
所
ま
で
延

伸
す
る
方
向
で
見
直
し
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
バ
ス
停
の
計
画
は
、
市
役
所
ま

で
の
延
伸
に
伴
う
バ
ス
停
の
追
加
や
バ
ス
停
オ
ー

ナ
ー
へ
の
協
力
企
業
の
状
況
等
に
伴
い
、
バ
ス
停
名

称
や
バ
ス
停
位
置
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
伺
う
。

　

建
設
部
長　

循
環
バ
ス
事
業
へ
の
御
意
見
、
要
望

等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
等
で
も

受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
内
で
も
意
見
が
投
稿
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
今
後
は
自
治
会
や
バ
ス
車
内
に
お
い

て
も
調
査
票
を
設
置
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
意
見
収

集
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
ル
ー
ト
等
の
見
直
し
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

異
動
の
目
的
、
頻
度
（
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
ご
と
に
異
動
す
る
か
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
部
長　

人
事
異
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
の
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　

材
適
所
を
考
慮
し
、
職
務
遂

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
能
力
の
向
上
、
組
織
の
活

性
化
、
市
行
政
の
円
滑
な
運
営
と
職
員
の
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
課
長

級
、
課
長
補
佐
級
は
３
年
以
上
、
係
長
級
、
主
任
級
、

主
事
級
は
４
年
以
上
、
同
一
課
に
在
職
す
る
者
を
異

動
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

異
動
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

　

総
務
部
長　

メ
リ
ッ
ト
は
、
計
画
的
に
様
々
な
部

署
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、多
様
な
経
験
と
ス
キ
ル
、

幅
広
い
視
野
を
与
え
る
と
と
も
に
、
新
し
い
環
境
で

新
し
い
こ
と
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
の
成
長
の
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
人
材
育
成
の
面
が
あ

り
、
ま
た
、
今
の
仕
事
に
閉
塞
感
を
感
じ
て
い
る
場

合
は
、人
事
異
動
に
よ
っ
て
環
境
が
変
わ
る
こ
と
で
、

現
状
打
開
に
つ
な
が
る
点
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
と
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で

の
経
験
と
は
全
く
異
な
る
部
門
へ
の
異
動
と
な
っ
た

際
に
は
、
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
す
ぐ
に

は
自
身
の
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

本
人
希
望
に
よ
る
同
部
局
・
同
課
で
の
残
留
は
可

能
か
伺
う
。

　

総
務
部
長　

人
事
異
動
は
職
員
の
適
材
適
所
を
考

慮
し
、
職
務
遂
行
能
力
の
向
上
、
組
織
の
活
性
化
、

人
材
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
定
程
度
の
人
事
異
動
を
行
い
な
が
ら
、
個
々

の
希
望
や
能
力
、
適
性
を
見
極
め
た
上
で
、
個
々
の

長
所
を
生
か
す
た
め
の
適
所
へ
の
配
置
は
行
え
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ギ
ネ
ス
認
定
に
つ
い
て

〇
沖
縄
県
学
校
給
食
会
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

市職員の人事異動について

仲宗根 誠 議員

小谷 良博 議員

喜友名 秀樹 議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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事
業
の
現
状
と
今
後
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
部
長　

平
成
28
年
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
か
ら
本
格
的
に
事
業
に
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
令
和
３
年
度
に
か
け

て
、
仮
換
地
指
定
に
向
け
た
換
地
設
計
の
原
案
を
作

成
し
、
そ
の
後
、
令
和
４
年
度
に
は
、
改
め
て
住
民

説
明
会
や
個
別
説
明
会
で
権
利
者
の
意
向
を
確
認
し

た
上
で
仮
換
地
指
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
仮
換
地

指
定
後
よ
り
、
物
件
補
償
及
び
道
路
整
備
等
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
の
必
要
性
や
効
果
等
に
つ
い
て
。

　

沖
縄
市
長　

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
道
路
等

の
公
共
施
設
の
整
備
改
善
や
、
整
然
と
し
た
宅
地
の

形
成
に
よ
り
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
り
、
老
朽
密
集

地
の
改
善
に
よ
る
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
の

多
様
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
、
防
災
性
な
ど
の
課
題
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
町
が
生
ま
れ
変
わ
り
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
す
る
事
業
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

課
題
に
つ
い
て
。

　

建
設
部
長　

課
題
と
し
て
、
仮
換
地
指
定
や
補
償

交
渉
の
際
、
権
利
者
の
意
思
決
定
を
必
要
と
す
る
た

め
、
当
時
者
の
理
解
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
１
つ
の
課
題
は
安
定
的
な
財
源
の
確
保
で

す
。
当
該
事
業
の
主
な
財
源
は
県
の
交
付
金
と
な
り

ま
す
が
、
近
年
は
交
付
金
の
配
分
額
が
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
予
算
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
指
定
管
理
施
設
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
懸
念
さ
れ

　

る
児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
里
村
東
部
土
地
改
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
41
年
９
月
24
日
設
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
昭
和
51
年
３
月
16
日
解
散
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
沖
縄
県
の
認
可
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
事
業
終
了
を
し
た
と
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
だ
が
、
道
路
、
側
溝
の
管

理
責
任
の
所
管
を
伺
う
。

　

経
済
文
化
部
長　

本
市
大
里
地
区
及
び
桃
原
地
区

に
ま
た
が
る
土
地
改
良
区
は
、
復
帰
前
で
あ
る
昭
和

40
年
か
ら
昭
和
45
年
に
か
け
て
当
時
の
琉
球
政
府
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
、
美
里
東
部
地
区
琉
球
政
府
営

土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
平

成
５
年
３
月
３
日
付
で
本
市
と
沖
縄
県
と
の
間
で
、

用
地
及
び
農
道
や
農
業
用
排
水
路
の
無
償
譲
渡
契
約

を
結
び
、
現
在
は
本
市
が
当
該
土
地
改
良
区
の
農
業

用
施
設
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
24
日
月
曜
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
、
土
地
改

良
区
内
一
帯
の
浸
水
原
因
を
伺
う
。

　

経
済
文
化
部
長　

当
該
土
地
改
良
区
内
で
発
生
す

る
冠
水
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
大
潮
の
満
潮
時
の

大
雨
で
低
地
に
な
っ
て
い
る
土
地
改
良
区
内
へ
流
入

す
る
こ
と
で
、
水
が
は
け
ず
冠
水
が
発
生
す
る
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
沖
縄
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

　

経
済
文
化
部
長　

本
市
と
し
て
は
、
当
該
土
地
改

良
区
内
の
農
道
及
び
農
業
用
排
水
路
の
巡
回
を
通

し
、
必
要
に
応
じ
て
側
溝
や
農
業
用
排
水
路
を
清
掃

す
る
な
ど
、
冠
水
へ
の
対
策
を
自
治
会
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
農
業
用
施
設
の
管
理
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
福
祉
行
政
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

大里土地改良事業について

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
中の町地区土地区画整理事業について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
体
的
な
概
要
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
と
は
、
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　

育
所
等
が
行
う
散
歩
等
の
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
活
動
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
原
則
保
育
所
等
の
周
囲
、
半
径
５
０
０
メ
ー

ト
ル
を
対
象
範
囲
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
す
。

　

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
園
児
等
に

対
す
る
注
意
意
識
の
啓
発
や
自
動
車
の
運
転
手
等
に

対
す
る
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

　

本
市
の
具
体
的
な
取
組
状
況
に
つ
い
て
。

　

こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
部
長　

保
育
施
設
よ
り
危
険

箇
所
の
報
告
を
受
け
、
美
里
自
治
会
か
ら
は
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
の
創
設
に
つ
い
て
の
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
は
、
市
や
対
象
の
保

育
施
設
及
び
道
路
管
理
者
、
並
び
に
警
察
と
の
協
議

の
上
、
設
定
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
安
全
対
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
こ
れ
ら

の
取
組
が
行
え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
の
方
針
、
具
体
的
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

沖
縄
市
長　

本
市
も
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
に

向
け
た
取
組
を
早
急
に
行
い
た
い
と
い
う
強
い
思
い

は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
事
業
を
進
め
る
に
当
た

り
、
様
々
な
課
題
等
が
あ
り
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設

定
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
園
児
の
園
外
活
動

な
ど
の
安
全
を
図
る
た
め
に
は
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の

設
定
は
必
要
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
と
し
て
は
、
次
年
度
以
降
に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
の
設
定
が
行
え
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
近
隣
公
園
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
管
理
棟
の
活

　

用
に
つ
い
て

〇
市
民
の
死
亡
に
関
す
る
行
政
手
続
き
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

未就学児に対する交通安全対策について

高 橋  真  議員

町田 裕介 議員

金城 由美 議員

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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在
沖
米
海
兵
隊
は
、
米
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　

軍
嘉
手
納
基
地
内
に
Ｆ
35
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

戦
闘
機
の
運
用
を
想
定
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

格
納
庫
な
ど
新
た
な
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
し
た
と
発
表
。施
設
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
手
納
基
地
に
配
備
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
軍
や
海
軍
と
の
連
絡
・
調

整
を
図
る
海
兵
隊
航
空
団
嘉
手
納
連
絡
所
が
運
用
す

る
。
米
軍
幹
部
は
「
前
方
展
開
の
能
力
を
広
げ
る
」

と
期
待
し
て
お
り
、
連
絡
所
の
機
能
を
高
め
る
こ
と

で
米
各
軍
種
の
連
携
強
化
を
に
ら
ん
で
い
る
可
能
性

が
あ
る（
11
月
25
日
付
け
報
道
）。

　

格
納
庫
な
ど
新
施
設
の
整
備
で
陸
海
空
軍
の
連
携

を
強
化
し
「
最
高
の
訓
練
空
域
を
提
供
す
る
」
と
強

調
。「
沖
縄
で
の
統
合
作
戦
の
新
時
代
を
切
り
開
い

た
」
と
し
て
い
る
。
空
軍
や
海
軍
と
の
連
絡
・
調
整

を
図
る
海
兵
隊
航
空
団
嘉
手
納
連
絡
所
が
運
用
さ

れ
、
さ
ら
に
、
牧
港
補
給
地
区
の
倉
庫
群
の
移
設
予

定
地
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
基
地
機
能

の
強
化
で
は
な
い
の
か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

沖
縄
市
長　

海
兵
隊
航
空
団
嘉
手
納
連
絡
所
の
運

用
等
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
詳
細
な
情
報
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
３
連
協
で
は
基
地
機
能
強
化
に
つ
な
が
る

懸
念
事
項
を
活
動
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
関
連
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
設

に
つ
い
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
課

題
可
決
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
真
摯
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
嘉
手
納
弾
薬
庫
の
知
花
地
区
へ
の
移
設
と
今

回
の
報
道
、
こ
の
海
兵
隊
航
空
団
嘉
手
納
連
絡
所
の

運
用
等
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
ひ
と
く
く
り
に
論
ず
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
児
童
手
当
の
改
正
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
支
援
給
付
金
に
つ

　

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀
天
街
地
域
の
活
性
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
文
化
部
長　

昨
年
度
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
心
市
街
地
を
軸
に
各
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
性
を
生
か
し
た
商
業
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　

展
を
目
指
す
た
め
、
商
店
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
調
査
結
果
を
受
け
、
今
年
度
は
銀
天
街
地

区
の
課
題
解
決
に
向
け
、
商
店
街
活
性
化
支
援
事
業

を
委
託
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
銀
天
街
地
区
の
交

流
拠
点
と
な
る
銀
天
街
プ
ラ
ザ
を
７
月
に
開
設
し
、

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
や
地
権
者
、
事
業
者
等
と
の

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
店
舗
改
修
や
新
規
出
店
に
向
け
た
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支

援
や
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
講
座
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
3
3
0
号
沿
線
に
お
け
る
安
慶
田
十
字
路

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　

建
設
部
長　

平
成
22
年
度
に
学
識
経
験
者
、
商
店

街
代
表
者
、
市
内
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
検
討
ワ
ー

キ
ン
グ
、
並
び
に
沖
縄
総
合
事
務
局
や
沖
縄
県
、
本

市
関
連
部
局
で
構
成
す
る
道
路
整
備
検
討
協
議
会
を

開
催
し
、
胡
屋
十
字
路
か
ら
コ
ザ
十
字
路
区
間
の
沿

線
に
お
け
る
各
交
差
点
の
改
良
及
び
ま
ち
づ
く
り
を

位
置
づ
け
た
土
地
利
用
基
本
方
針
（
案
）
の
策
定
を

行
っ
て
お
り
、
安
慶
田
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
安
慶

田
水
辺
地
区
と
し
て
防
災
、
健
康
福
祉
、
歴
史
文
化

に
資
す
る
沿
道
づ
く
り
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
現
在
、
安
慶
田
並
び
に
住
吉
交
差
点
は
胡
屋
北

交
差
点
の
整
備
完
了
を
見
据
え
、
沖
縄
総
合
事
務
局

南
部
国
道
事
務
所
や
地
域
関
係
団
体
等
と
意
見
交
換

及
び
連
携
を
行
い
、
整
備
促
進
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
図
書
館
づ
く
り
に
つ
い
て

〇
橋
梁
の
修
繕
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
近
、
市
職
員
の
業
務
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
の
ミ
ス
が
続
い
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仕
事
に
対
す
る
気
の
緩
み
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
の
施
政
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
て
「
若
者
た
ち
が
、
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
の
あ
る
職
場
・
憧
れ
の

職
場
と
し
て
、
目
ざ
す
市
役
所
と
な
る
よ
う
、
仕
事

を
す
る
上
で
の
「
心
得
」
を
し
っ
か
り
と
明
示
し
て

ま
い
り
ま
す
」
と
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
「
心
得
」
か
伺
う
。

　

沖
縄
市
長　

去
る
２
月
定
例
会
の
代
表
質
問
に
お

い
て
公
僕
で
あ
る
と
自
覚
す
る
こ
と
や
、
初
心
忘
れ

る
べ
か
ら
ず
、
そ
し
て
謙
虚
と
慈
愛
の
心
で
市
民
に

接
す
る
こ
と
な
ど
、
仕
事
を
す
る
上
で
の
心
得
と
し

て
、
職
務
に
対
す
る
心
構
え
を
職
員
に
対
し
て
明
示

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
事
案
は
市
政
運

営
の
信
頼
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
信
頼
を
回
復
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
法
令
遵
守
と
意
識
改
革
、
再
発
防
止

の
徹
底
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
職
員
一
人
一
人
の
人
間
力
や
職
員
力
を
向
上

さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
組
織
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
こ

と
と
な
り
、
職
員
に
と
っ
て
も
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
、
憧
れ
の
職
場
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
に
な
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
反
省
を
し
て

進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

対
策
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
怠
り
、
ま

た
も
や
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
し
た
職
員
に
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

総
務
部
長　

職
員
が
重
大
な
ミ
ス
を
起
こ
し
た
際

に
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
る
懲
戒
処
分
を
行
っ
た

事
例
が
過
去
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
懲
戒
処

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
責
任
の
確
認
と
注
意
勧
告
を

す
る
た
め
、
口
頭
や
文
書
で
行
う
訓
告
を
行
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
ミ
ス
を
起
こ
さ
な
い
た

め
の
防
止
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問

答
弁

沖縄市のまちづくりについて

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

基地行政について

施政方針について

喜友名 朝彦 議員

眞榮城 健二 議員

諸見里 宏美 議員

質
問

答
弁
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沖
縄
県
、
沖
縄
市
の
登
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
物
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
部
長　

沖
縄
県
内
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

登
録
記
念
物
は
、
う
る
ま
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
平
敷
屋
製
糖
工
場
跡
や
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　

垣
市
の
仲
本
氏
庭
園
な
ど
、

計
５
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
市
に
お
い
て
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と

し
て
沖
縄
市
立
ふ
る
さ
と
園
の
主
屋
、
ヒ
ン
プ
ン
、

豚
舎
（
マ
チ
フ
ー
ル
）
の
３
件
と
美
里
村
屋
の
１
件

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

知
花
グ
ス
ク
の
登
録
に
向
け
た
現
状
を
伺
う
。

　

教
育
部
長　

地
元
で
は
知
花
グ
シ
ク
と
呼
ば
れ
、

カ
ル
ス
ト
残
丘
地
形
を
利
用
し
た
グ
ス
ク
で
石
積
み

等
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古
い
陶
磁
器
等
を

採
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ス
ク
内
は
市
指
定

文
化
財
の
鬼
大
城
の
墓
や
上
之
殿
毛
を
は
じ
め
、
拝

所
の
文
化
財
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
部
と

中
南
部
の
植
生
が
混
在
し
て
見
ら
れ
る
貴
重
な
場
所

と
も
な
っ
て
お
り
本
市
の
歴
史
や
自
然
を
考
え
る
上

で
貴
重
な
文
化
財
と
考
え
て
お
り
、
国
の
登
録
記
念

物
と
し
て
登
録
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

第
一
尚
氏
、
尚
泰
久
王
の
重
臣
で
あ
っ
た
鬼
大
城

の
墓
で
行
わ
れ
た
、
子
孫
に
よ
る
納
骨
式
の
内
容
を

伺
う
。

　

教
育
部
長　

鬼
大
城
の
墓
は
、
昭
和
55
年
に
沖
縄

市
指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財

で
す
。
今
回
の
納
骨
は
、
管
理
者
で
あ
る
鬼
大
城
の

子
孫
に
当
た
る
方
々
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
ご
み
行
政
に
つ
い
て

〇
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
S
D
G
s
教
育
の
導

　

入
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
ー
ラ
ー
購
入
費
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る
場
合
の
用
件
内
容
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

用
件
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

① 

保
護
開
始
時
に
最
低
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
に
必
要
な
家
具
、
什
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
ち
合
わ
せ
が
な
い
場
合
。

② 

単
身
の
保
護
世
帯
で
当
該
単
身
者
が
長
期
入
院

後
に
退
院
等
に
よ
り
新
た
な
居
住
を
始
め
る
場
合

に
、
最
低
生
活
に
必
要
な
家
具
、
什
器
の
持
ち
合
わ

せ
が
な
い
場
合
。
③ 

災
害
に
遭
い
、
災
害
救
助
法

第
４
条
の
救
助
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
、
当
該
地
方

公
共
団
体
の
救
護
を
も
っ
て
し
て
も
、
災
害
に
よ
り

失
っ
た
最
低
生
活
に
必
要
な
家
具
、
什
器
を
賄
う
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
。
④ 

転
居
の
場
合
に
お
い
て
、

新
旧
住
宅
の
差
異
に
よ
り
現
に
所
有
し
て
い
る
最
低

生
活
に
必
要
な
家
具
、
什
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ず
最
低
生
活
に
直
接
必
要
な
数
、
什
器
を
補
填
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
。
⑤ 

犯
罪

等
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
ま
た
は
同
一
世
帯
に
属
す

る
者
か
ら
暴
力
を
受
け
、
生
命
及
び
身
体
の
安
全
の

確
保
を
図
る
た
め
に
新
た
な
借
家
等
に
転
居
す
る
場

合
に
お
い
て
、
最
低
生
活
に
必
要
な
家
具
、
什
器
の

持
ち
合
わ
せ
が
な
い
場
合
の
、原
則
５
つ
あ
り
ま
す
。

昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
被
保
護
者
の
中
に
は
熱

中
症
予
防
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
者
が
い
る
場
合
に

お
い
て
、
真
に
や
む
を
得
な
い
と
実
施
機
関
が
判
断

す
る
場
合
に
診
断
会
議
に
諮
り
、
認
め
ら
れ
れ
ば
支

給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
設
置

費
用
が
別
途
か
か
る
場
合
、
実
施
機
関
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
は
、
最
低
限
度
の
費
用
も
認
め
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
家
賃
支
援
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

〇
沖
縄
市
の
農
産
業
活
性
化
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
治
会
の
役
割
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
部
長　

自
治
会
は
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
に
最
も
近
い
自
治
組
織
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
り
、
社
会
福
祉
や
青
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
全
育
成
、
防
災
活
動
や
環

境
活
動
な
ど
行
政
だ
け
で
は
行
き
届
か
な
い
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、
自
治
会
の
役
割

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

団
地
自
治
会
・
分
譲
自
治
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
。

　

市
民
部
長　

団
地
自
治
会
・
分
譲
自
治
会
な
ど
独

自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
自
治
法
の

定
義
に
お
い
て
、
市
が
認
め
て
い
る
37
自
治
会
区
域

内
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
原
分
譲
自
治
会
は
、
高
原
自
治
会
か
ら
独
立
し

て
新
た
な
自
治
会
を
組
織
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　

市
民
部
長　

基
本
的
に
は
自
治
法
の
定
義
に
お
い

て
、
市
が
認
め
て
い
る
37
自
治
会
を
地
縁
に
よ
る
団

体
と
し
て
い
ま
す
。
高
原
分
譲
自
治
会
は
、
自
治
法

の
定
義
で
は
高
原
自
治
会
に
属
し
て
い
る
た
め
、
そ

こ
か
ら
の
分
離
で
あ
れ
ば
、
高
原
自
治
会
の
総
会
の

同
意
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
住
民
や
37
自
治
会
で

構
成
さ
れ
る
自
治
会
長
協
議
会
な
ど
と
の
協
議
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
現
在
の
自
治
会
か

ら
の
分
離
に
つ
い
て
は
当
該
区
域
内
の
住
民
や
隣
接

す
る
自
治
会
と
の
調
和
を
保
つ
こ
と
が
必
要
か
つ
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て

〇
沖
縄
市
に
よ
る
物
流
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

生活保護世帯のクーラー購入費支給について

質
問

答
弁

質
問

答
弁

自治会の役割と活動について

質
問

答
弁

質
問

答
弁

文化財の保存と活用について

伊 礼  悟  議員

池原 秀明 議員

栄野比 和光 議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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沖縄市議会だより沖縄市議会だより

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
局
は
場
外
発
券
場
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
の
こ
と
を
把
握
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
、
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
部
長　

モ
ー
タ
ー
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ト
競
走
法
に
基
づ
く
、
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　

艇
の
場
外
発
売
場
設
置
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
、
本
市
は
令
和
２

年
１
月
に
事
業
者
よ
り
競
艇
場
外
発
売
場
設
置
に
関

す
る
概
要
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
本
市
整
備
地

域
の
自
治
会
か
ら
設
置
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
令
和
２
年
２
月
に
事
業
者
よ
り
競
艇

場
外
発
売
所
設
置
に
関
す
る
要
望
書
が
本
市
に
提
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

要
望
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
象
の
背
景
に
は
ど

の
よ
う
な
状
況
が
あ
る
か
。

　

市
民
部
長　

自
治
会
で
は
自
治
会
員
や
賛
助
会
員

の
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
て
も
自
治
会
へ
の
入
会
を
断
ら
れ
る
な
ど
、

人
口
が
増
加
し
て
も
自
治
会
収
入
に
結
び
つ
か
ず
自

治
会
運
営
費
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
と

思
慮
し
て
い
ま
す
。

　

競
艇
を
主
と
す
る
場
外
発
券
場
を
設
置
す
る
場
合

の
当
局
の
立
場
と
、
法
的
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
。

　

企
画
部
長　

設
置
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
第
５
条
に
基
づ
き
、

国
土
交
通
大
臣
の
許
可
、
場
外
発
売
場
が
所
在
す
る

自
治
会
等
の
同
意
、
市
町
村
の
長
の
同
意
、
議
会
が

反
対
の
議
決
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
面

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

場
外
発
券
場
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
財
政
面
で
の
恩

恵
、
根
拠
法
は
あ
る
の
か
。

　

企
画
部
長　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
に
お
い

て
、
場
外
発
売
場
の
所
在
す
る
自
治
会
へ
の
財
政
的

支
援
に
関
す
る
規
定
は
な
い
が
、
事
業
者
か
ら
の
提

案
書
に
よ
る
と
、
売
上
の
１
％
を
本
市
に
納
め
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
国
民
保
護
訓
練
に
つ
い
て

〇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
場外発券場について

質
問

答
弁

指定福祉サービス事業所について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
省
が
無
償
で
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
派
遣
制
度
」
の
活
用
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
部
長　

地
域
情
報
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

は
、地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
た
取
組
を
検
討
す
る
地
方
公
共

団
体
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
知
見
等
を

有
す
る
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
関
す
る
助
言
等
を
行
う
制
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
同
制
度
の
活
用
も
検
討
し
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

地
域
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
拡
充
の
検
討
に
つ

い
て
、
ま
た
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
制
度
と
い
う
地
域
内
の
自

治
体
が
持
つ
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
通
信
を
活
用
で
き
る
制
度

が
あ
り
、
同
制
度
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

　

企
画
部
長　

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
と
は
、
市
町
村
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
向
上
等
に
資
す
る
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
事

で
、
利
用
す
る
事
業
者
は
自
治
体
と
公
共
の
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
協
定
の
締
結
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
令
和
２
年
２
月
時
点
で
85
社
が
、
公
民
館
で

の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
や
、
モ
ニ

タ
ー
付
き
機
器
等
を
使
用
し
た
防
災
情
報
の
共
有
、

地
図
ア
プ
リ
に
よ
る
子
供
や
高
齢
者
等
の
見
守
り
体

制
の
構
築
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
制
度
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
調
査
研

究
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
非
接
触
対
応
と
な
る
テ
レ
ワ

　

ー
ク
推
進
各
種
事
業
に
つ
い
て

〇
令
和
２
年
度
末
で
終
え
る
中
心
市
街
地
活
性
化
基

　

本
計
画
の
総
括
、
今
後
に
つ
い
て

質
問

答
弁

デジタル社会に向けて

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緊
急
先
の
受
け
入
れ
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

障
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
及
び
障
が
い
児
が
緊
急
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
受
け
入
れ
が
必
要
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
場
合
は
、
短
期
入
所
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ス
実
施
事
業
所
へ
受
入
の

依
頼
を
計
画
相
談
員
等
の
支
援
者
が
行
い
対
処
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、短
期
入
所
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

実
施
事
業
者
数
が
少
な
い
こ
と
や
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
障
が
い
者
等
に
つ
い
て
、
そ

の
特
性
や
支
援
方
法
な
ど
の
状
況
を
把
握
で
き
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
側
が
受
け
入
れ
に
負
担
を
感

じ
る
こ
と
に
よ
り
受
入
先
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
航

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も

障
が
い
福
祉
課
や
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
委
託

相
談
員
な
ど
の
支
援
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

受
入
先
を
確
保
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

相
談
員
の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

相
談
支
援
と
し
て
、
委
託
相
談

支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
５
か
所
合
わ
せ
て
15

人
の
委
託
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
委
託
相
談

員
は
、
障
が
い
者
な
ど
の
生
活
支
援
と
し
て
、
幅
広

い
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助

言
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
権
利
擁
護
と
し
て
虐
待
の
防
止
及
び
そ
の

早
期
発
見
の
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
等
を

行
い
、
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度

の
支
援
件
数
は
５
か
所
の
事
業
所
合
計
で
２
万
３
，

８
５
８
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
質
の
高
い

相
談
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
沖
縄
市
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
委
託
相
談
支
援
事
業
所
へ

の
困
難
事
例
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
や
、
相
談
員
の
人

材
育
成
等
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
若
者
世
代
の
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

〇
防
音
工
事
対
象
区
に
つ
い
て

嵩元 直萌 議員

高江洲 義八 議員

新里 治利 議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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高
速
バ
ス
と
沖
縄
南
イ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
チ
ェ
ン
ジ
バ
ス
停
を
始
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
バ
ス
停
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
を
進
め
利
用
客
の
利
便
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
り
市
民
の
利
用
や
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
用
客
を
増
や
す
こ
と
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
。　

　

国
や
県
な
ど
に
改
善
を
働
き
か
け
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

建
設
部
長　

沖
縄
自
動
車
道
に
お
け
る
バ
ス
停
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
に
関
す
る
要
請
を
行
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

高
速
バ
ス
停
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
見
解
を

伺
う
。

　

建
設
部
長　

高
速
バ
ス
を
含
む
公
共
交
通
機
関
も
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
組
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
の
関
連
も
あ
り
、
南
イ
ン
タ
ー
の
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
も
併
せ
て
の
検
討
は
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

高
速
バ
ス
の
路
線
上
に
隣
接
す
る
サ
ッ
カ

ー
場
跡
地
に
関
し
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
駐
車
場

等
の
整
備
運
営
事
業
が
あ
り
、
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を

行
い
な
が
ら
、
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
バ
ス
停
の
移
設
及

び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
含
め
た
交
通
結
節
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
里
や
池
武
当
、
北
イ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改

修
に
つ
い
て
。

　

建
設
部
長　

市
内
全
て
の
高
速
バ
ス
停
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る
こ
と
は
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
面
か
ら
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
に
隣
接
す
る
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
。

　

沖
縄
市
長　

ア
リ
ー
ナ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

南
イ
ン
タ
ー
の
バ
ス
停
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
て

の
様
々
な
課
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西

日
本
等
、
関
係
機
関
に
理
解
、
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
沖
縄
ア
リ
ー
ナ
の
駐
車
場
対
策
と
公
共
交
通
の
活
用
に

　

つ
い
て

〇
中
部
広
域
な
ど
の
他
機
関
が
連
携
し
て
の
対
応
に
つ
い

　

て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

高速バスのバス停のバリアフリー化について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
政
懇
談
会
）
で
取
り
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
ら
れ
た
、
猫
の
現
状
と
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

題
と
実
績
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
課
に
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
部
長　

現
状
は
、
糞

尿
被
害
に
よ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
餌
や
り
を
行
っ
て
い
る
方
に
対
し
、
餌
の
食
べ

残
し
処
理
、
糞
の
後
始
末
な
ど
の
適
切
な
管
理
を
行

う
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
餌
や
り
に
つ

い
て
は
、
場
所
や
時
間
帯
を
変
え
て
行
う
方
も
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
か
ら
の
情
報
を
得
な
が
ら
随
時
対

応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊

手
術
事
業
の
実
績
は
11
自
治
会
へ
２
８
０
枚
の
チ

ケ
ッ
ト
を
配
布
し
、
そ
の
う
ち
２
１
０
頭
の
不
妊
去

勢
手
術
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

餌
や
り
の
場
所
を
伺
う
。

　

市
民
部
長　

猫
の
集
ま
り
や
す
い
公
園
や
路
地
裏

な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
築
・
公
園
課
に
伺
う
。

　

建
設
部
参
事　

公
園
に
お
け
る
猫
へ
の
餌
や
り
に

よ
っ
て
、
砂
場
な
ど
へ
の
糞
尿
及
び
食
べ
残
し
の
腐

敗
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の
衛
生
面
で
、
公
園
の
美
観
を

損
ね
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
対
策
と
し

て
、
看
板
設
置
に
よ
る
注
意
喚
起
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等

で
餌
や
り
を
発
見
し
た
場
合
は
注
意
を
し
て
い
る

が
、あ
ま
り
効
果
が
な
く
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
企
画
課
に
伺
う
。

　

企
画
部
長　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
て
、
環
境

や
防
犯
対
策
、
道
路
整
備
な
ど
、
各
分
野
に
お
い
て

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
意

見
等
を
踏
ま
え
、
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
て
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
沖
縄
市
歌
に
つ
い
て

〇
組
織
統
合
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

環境保全「沖縄市内の猫の現状と課題と実績」について

骨髄バンクドナー助成制度について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
、
県
、
沖
縄
市
民
の
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髄
ド
ナ
ー
登
録
者
数
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
部
長　

日
本
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髄
バ
ン
ク
の
公
表
で
は
、
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
２
年
３
月
末
現
在
、
全
国

の
登
録
者
は
52
万
９
，９
６
５
人
、
そ
の
う
ち
沖
縄

県
の
登
録
者
数
は
２
万
５
，０
２
４
人
で
、本
市
の

登
録
者
数
は
２
，６
８
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
人
口
１
，０
０
０
人
当
た
り
の
ド
ナ
ー
登
録
割
合

は
、
沖
縄
県
が
全
国
で
一
番
多
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
市
民

な
ど
か
ら
市
に
対
し
て
問
合
せ
は
な
い
か
。

　

健
康
福
祉
部
長　

市
民
か
ら
の
問
合
せ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
医
療
機
関
か
ら
沖
縄
市
は
骨
髄
ド
ナ
ー
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
と
の
問
合
せ
は
あ
り
ま

す
。

　

骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
今
後
、取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
、

他
市
の
状
況
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　

健
康
福
祉
部
長　

骨
髄
の
提
供
を
待
ち
望
ん
で
い

る
白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
の
患
者
に
と
っ
て
、
ド

ナ
ー
の
善
意
は
患
者
に
勇
気
を
与
え
、ま
た
、ド
ナ
ー

自
身
に
と
っ
て
も
命
の
尊
さ
、
大
切
さ
を
改
め
て
知

る
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
す
。
沖
縄
県
で
は
令
和
２

年
度
か
ら
骨
髄
等
移
植
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
ド
ナ
ー
に
助
成
を
行
う
市
町
村
に
対
し
て
、
費

用
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

他
市
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
那
覇
市
、
浦
添
市
、

う
る
ま
市
が
補
助
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
、
次
年
度
以
降
の
補
助
事
業
導
入
に

向
け
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
問

〇
西
森
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

大 城  隼  議員

新 屋  勝  議員

阿多利 修 議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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10 月

8 日
～

10 日
広島東洋カープ応援並びに関係機関への表敬訪問 於　広島県広島市

11 月

6 日
～

8 日
最上広域市町村圏事務組合創立 50 周年記念式典出席 於　山形県最上広域圏

12 月

1 日 令和 2 年第 3 回沖縄県市町村総合事務組合議会臨時会 於　那覇市

～議会傍聴について～
　いつも市議会に関⼼をお寄せいただき、誠にありがとうございます。
　
　傍聴にお越しくださる皆様の健康を守る観点から、新型コロナウイルス感染拡大の影響が
収束されるまでの間、議会の傍聴をご遠慮いただきますようお願いいたします。
　なお、皆様におかれましては、インターネット中継をご視聴いただきますようお願いいた
します。

令和２年１２月第４１２回　沖縄市議会定例会会期日程令和２年１２月第４１２回　沖縄市議会定例会会期日程

月　日月　日 日　　程日　　程 内　　容内　　容

12/3　  木 議 案 説 明 議案の提案、説明

12/4　  金 議　 案　 研　 究 議案の研究

12/7　  月 議　 案　 審　 議
議案への質疑（委員会付託及び付託省略）、討論、
採決

12/8　  火
常　任　委　員　会

各常任委員会（総務、教育福祉、市民経済、建設）
における付託案件の審査　12/9　  水

12/10　木 特　別　委　員　会 基地に関する調査特別委員会

12/14　月
　 ～
12/21   月

一　 般　 質　 問 市の行政事務についての質問

12/22  火
委 員 長 報 告　
議 案 審 議

各委員会における審査報告及び採決、追加議案の
提案、説明、質疑、討論、採決

議 会 活 動（10 月 ～ 12 月 ）議 会 活 動（10 月 ～ 12 月 ）
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度重なる米軍人による飲酒がらみの事件・事故に対する抗議決議

　令和 2 年 9 月から 11 月の短期間にかけて、米軍人による飲酒がらみの道路交通法違反や器物損壊事件が相
次いで発生している。
　これまで、事件・事故が発生するたびに、綱紀粛正や教育の徹底等、再三再四抗議し、強く求めたにもかか
わらず、このような事案が頻発することは極めて遺憾である。
　頻繁に続く事件・事故が、基地内住民に対して日本の法令や地域コミュニティへの理解が足りないのではな
いかと感じざるを得ず、日米の良好な関係継続に対する大きな阻害要因となる可能性がある。
　また、酒気帯び運転は、重大な不法行為であり、一歩間違えば住民を巻き込む大惨事に繋がることを改めて
認識し、これまで以上に米軍人に対する管理体制及び日本の法令研修等を徹底するとともに、指導体制を見直し、
より一層の綱紀粛正と再発防止を講じるべきである。
　よって、沖縄市議会は、市民の生命・財産・人権及び平穏な生活を守る立場から、度重なる米軍人による飲
酒がらみの事件・事故に対し厳重に抗議するとともに、下記事項について強く要求する。

記

　1. 頻発する事件・事故に対する分析を行い、実効性のある再発防止策を講じ、内容を公表すること。
　　
　　以上、決議する。

　　　　　令和 2 年 １２月３日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 沖 縄 市 議 会
宛　先
　在沖米国総領事　　在日米軍沖縄地域調整官
　嘉手納基地第 18 航空団司令官　　在沖米陸軍第 10 支援群司令官

中華人民共和国王毅外交部長の発言に対する抗議決議

　中華人民共和国の王毅外交部長（以下、「外相」）が、 11 月 24 日、25 日に来日し、菅総理大臣及び茂木外務
大臣と会談を行った。
　11 月 24 日の日中外相会談後の共同記者会見において、尖閣諸島周辺海域における中国海警局船の活動をめ
ぐり中国側に自制を求めたことに対し、王毅外相は、「真相が分かっていない一部の日本漁船が魚釣島周辺の敏
感な水域に入る事態が発生しており、中国側としてはやむを得ず、非常的な反応をしなければならない。我々
の立場は明確で、引き続き自国の主権を守っていく。敏感な水域における事態を複雑化させる行動を避けるべ
きだ。」という趣旨の発言をした。
　その共同記者会見の場は「主催国、相手国という順番でそれぞれ一度ずつ発言を行うルール」を中国が悪用
したことで、日本がその場で反論できない状態であり、茂木外相はその場での反論を行うことが出来ず、日本
政府としては 26 日の官房長官記者会見において、公式に抗議をした。
　尖閣諸島は歴史的にも国際法上も日本固有の領土であり、これらの発言は沖縄県や日本の漁船が尖閣諸島周
辺海域で操業する権利を侵害する発言であり、断じて容認できるものではない。
　また、中国海警局船の尖閣諸島領海内にて操業する日本の漁船に対する度重なる接近追尾や接続水域を航行
する日数も、先月 19 日で過去最高となる通算 300 日に達し、事態は格段とエスカレートしており、中国外交
部報道局長は「日本漁船が中国の領海内で違法な操業をした。」という趣旨の発言をするなど中華人民共和国の
異常ともいえる行動が継続している状況である。
　よって、沖縄市議会は、中華人民共和国の王毅外相の尖閣諸島の領有権に関する発言及び尖閣諸島周辺での中
国籍船舶の活動に関し厳重に抗議するとともに、日中双方の情勢の悪化を防ぎ、不測の事態を回避する等、冷
静かつ平和的な外交によって相互の信頼関係の構築に努めることを強く要請する。

　以上、決議する。

　　　　　令和２年 １２月２２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  沖 縄 市 議 会
宛　先
　中華人民共和国国家主席　　中華人民共和国外交部長　　　
　中華人民共和国駐日本国特命全権大使

１２月定例会で可決された意見書・抗議決議１２月定例会で可決された意見書・抗議決議
　下 記 の ４ 件 の 意 見 書 ・ 決 議 が 可 決 さ れ 、 関 係 行 政 省 庁 へ 提 出 さ れ ま し た 。
　 　 ♦ 度 重 な る 米 軍 人 に よ る 飲 酒 が ら み の 事 件 ・ 事 故 に 対 す る 抗 議 決 議
　 　 ♦ 度 重 な る 米 軍 人 に よ る 飲 酒 が ら み の 事 件 ・ 事 故 に 対 す る 意 見 書
　 　 ♦ 中 華 人 民 共 和 国 王 毅 外 交 部 長 の 発 言 に 対 す る 抗 議 決 議
　 　 ♦ 中 華 人 民 共 和 国 王 毅 外 交 部 長 の 発 言 に 対 す る 意 見 書
　 　 ※　 意 見 書 に つ き ま し て は 、 決 議 と ほ ぼ 同 趣 旨 （ 宛 先 の 違 い ） で す の で 決 議 文 を 掲 載
          し て い ま す 。
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沖縄市議会だより沖縄市議会だより

令 和 元 年 度  沖 縄 市 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定令 和 元 年 度  沖 縄 市 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定

　 第 ４ １ １ 回 ９ 月 定 例 会 に お い て 、 １ ４ 人 の 委 員 で 構 成 さ れ る 決 算 審 査 特 別 委
員 会 が 設 置 さ れ 、 令 和 元 年 度 沖 縄 市 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 に つ い て 、 慎 重 に 審
査 が 行 な わ れ ま し た 。 委 員 会 の 審 査 経 過 及 び 結 果 に つ い て 、 １ ２ 月 定 例 会 本 会
議 で 栄 野 比 和 光 委 員 長 よ り 報 告 が な さ れ 、 令 和 元 年 度 沖 縄 市 一 般 会 計 歳 入 歳 出
決 算 が 認 定 さ れ ま し た 。

決 算 審 査 特 別 委 員 会 （ 1 4 名 ）

委 員 長 副 委 員 長

栄野比 和光 森山 政和

委 　 員

伊礼 悟　　町田 裕介　　屋富祖 功　　喜友名 秀樹　　仲宗根 誠　　上地 崇

諸見里 宏美　　新屋 勝　　金城 由美　　阿多利 修　　伊佐 強　　池原 秀明
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沖縄市議会だより

第 5 次 沖 縄 市 総 合 計 画 基 本 構 想第 5 次 沖 縄 市 総 合 計 画 基 本 構 想

【 市 民 経 済 委 員 会 に よ る 所 管 事 務 調 査 】【 市 民 経 済 委 員 会 に よ る 所 管 事 務 調 査 】

　 第 ４ １ １ 回 ９ 月 定 例 会 に お い て 、 １ ４ 人 の 委 員 で 構 成 さ れ る 第 ５ 次 沖 縄 市 総
合 計 画 基 本 構 想 審 査 特 別 委 員 会 が 設 置 さ れ 、 第 ５ 次 沖 縄 市 総 合 計 画 基 本 構 想
に つ い て 、 慎 重 に 審 査 が 行 わ れ ま し た 。 委 員 会 の 審 査 経 過 及 び 結 果 に つ い て 、
１ ２ 月 定 例 会 本 会 議 で 島 田 茂 委 員 長 よ り 報 告 が な さ れ 、 第 ５ 次 沖 縄 市 総 合 計 画
基 本 構 想 は 原 案 通 り 可 決 さ れ ま し た 。

第 ５ 次 沖 縄 市 総 合 計 画 基 本 構 想 審 査 特 別 委 員 会 （ 1 4 名 ）

委 員 長 副 委 員 長

島田 茂 宮城 浩

委 　 員

大城 隼　　町田 裕介　　稲嶺 隆之　　眞榮城 健二　　喜友名 朝彦　　嵩元 直萌　　　

藤山 勇一　　高江洲 義八　　新里 治利　　高橋 真　　伊佐 強 　前宮 美津子 　　　　

　　　　　　　　　　　   　　　　　   

沖 縄 市 民 ふ れ あ い 農 園 及 び 銀 天 街 プ ラ ザ の 視 察

◎  沖 縄 市 民 ふ れ あ い 農 園 ◎  銀 天 街 プ ラ ザ
　 銀 天 街 の 新 た な 活 動 交 流 拠 点 で あ る 銀 天 街
プ ラ ザ を 訪 れ 、 活 動 内 容 な ど に つ い て 説 明 が
行 わ れ ま し た 。

　 沖 縄 市 池 原 に あ る 市 民 ふ れ あ い 農 園 の 現 地
視 察 に 出 向 き 、 農 園 の 使 用 状 況 な ど に つ い
て 、 担 当 課 職 員 か ら の 説 明 を 受 け 、 質 疑 応 答
が 行 わ れ ま し た 。
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　　■沖 縄 市 議 会 H P 　 　 https://www.city.okinawa.okinawa.jp/shisei/139　　　
　　■議会中継と録画配信　　　https://smart.discussvision.net/smart/tenant/okinawa/WebView/rd/council_1.html
　　■会議録検索システム　　　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/okinawa/SpTop.html

提出者 番　号 件                名 議決月日 結　果

市長 議案第 201 号 第 5 次沖縄市総合計画基本構想について 12月22日 原案可決

〃 議案第 215 号 モータースポーツマルチフィールド沖縄条例 〃 〃

〃 議案第 216 号 沖縄市教育委員会の職務権限の特例に関する条例 〃 〃

〃 議案第 217 号 沖縄市こども発達支援センター条例 〃 〃

〃 議案第 218 号 沖縄市事務分掌条例及び沖縄市職員定数条例の一部を改正する条例 〃 〃

〃 議案第 219 号 沖縄市税条例の一部を改正する条例 〃 〃

〃 議案第 220 号 沖縄市税条例の一部を改正する条例 〃 〃

〃 議案第 221 号 沖縄市督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部を改正する条例 〃 〃

〃 議案第 222 号 沖縄市建築基準法施行手数料徴収条例の一部を改正する条例 〃 〃

〃 議案第 223 号 沖縄市火災予防条例の一部を改正する条例 〃 〃

〃 議案第 224 号 沖縄市モバイルワークプラザの設置及び管理に関する条例を廃止する条例 〃 〃

〃 議案第 225 号 沖縄こどもの国ワニ舎周辺エリア整備工事の請負契約について 〃 〃

〃 議案第 226 号 沖縄市知花保育所建替工事（建築）の請負契約について 〃 〃

〃 議案第 227 号 沖縄市営住宅の指定管理者の指定について 〃 〃

〃 議案第 228 号 令和２年度沖縄市一般会計補正予算（第４号） 12 月 7 日 〃

〃 議案第 229 号 令和２年度沖縄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃 〃

〃 議案第 230 号 令和２年度沖縄市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃 〃

〃 議案第 231 号 令和２年度沖縄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 〃 〃

〃 議案第 232 号 令和２年度沖縄市水道事業会計補正予算（第２号） 〃 〃

〃 議案第 233 号 令和２年度沖縄市下水道事業会計補正予算（第３号） 〃 〃

〃 議案第 234 号 沖縄市立美原小学校校舎新増築工事 ( 建築工事 ) の請負契約について 12月22日 〃

〃 議案第 235 号 沖縄市立島袋幼稚園園舎新増改築工事（建築工事）の請負契約について 〃 〃

〃 認定第 15 号 令和元年度沖縄市一般会計歳入歳出決算認定について 〃 認定

〃 認定第 16 号 令和元年度沖縄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について　 〃 〃

〃 認定第 17 号 令和元年度沖縄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について　 〃 〃

〃 認定第 18 号 令和元年度沖縄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について　 〃 〃

〃 認定第 19 号 令和元年度沖縄市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃 〃

〃 認定第 20 号 令和元年度沖縄市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃 〃

〃 認定第 21 号 令和元年度沖縄市水道事業会計決算認定について 〃 〃

監査委員 報告第 111～114 号 例月出納検査報告書　 〃 報告

議長 報告第 115 号 諸般の報告　　　　　　　 〃 〃

議員 決議第 14 号 度重なる米軍人による飲酒がらみの事件・事故に対する抗議決議　 12 月 3 日 原案可決

〃 決議第 15 号 中華人民共和国王毅外交部長の発言に対する抗議決議 12月22日 〃

〃 意見書第 15 号 度重なる米軍人による飲酒がらみの事件・事故に対する意見書　 12 月 3 日 〃

〃 意見書第 16 号 中華人民共和国王毅外交部長の発言に対する意見書 12月22日 〃

令 和 ２ 年 １ ２ 月  第 ４ １ ２ 回 定 例 会  審 議 結 果 一 覧


